
認定プレート除幕式 

職域部門（気象庁沖縄気象台石垣島地方気象台） 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

アメダス 潮位・津波観測 

 

地球環境観測 

 

（1）少なくとも 1 要素は 100 年以上前から現在まで観測していること 

（2）戦争・争乱や自然災害の期間を除き、観測していない期間は、最近 100 年間のうち 10％を超えないこと 

（3）過去も含め、最低限の観測所情報が存在すること 

（4）気候的特徴に影響する移転はないこと 

（5）過去の観測データと観測所情報はすべて保存されていること 

（6）WMO の観測基準に従って観測所を運営していること 

（7）CIMO ガイド（WMO-No.8）の定義に従って観測環境を分類すること。さらに、分類の結果を登録時や将来の再登録時に提出すること 

（8）現行の WMO の実行指針に従ってルーチン的にデータの品質管理を行っていること。さらに、品質管理の方法や結果は適切に記録されていること 

（9）上記の基準に従って観測所を維持するよう最善を尽くしていること 

高層観測 

 
地震・震度観測 

 

お天気教室 石垣市民防災訓練 

防災機関との連携 気象・防災知識の普及、啓発 

 

世界気象機関（ＷＭＯ）から交付された認定証 

国内唯一の「ＷＭＯ百年観測所」 

石垣島地方気象台庁舎 
石認定プレート 

世界気象機関（ＷＭＯ）が定めた百年観測所選定における必須基準 

別紙 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

於茂登岳気象レーダー観測所（石垣島レーダー）は、気象庁が

全国２０箇所に設置している気象レーダー観測網の最西端に位置する気象レーダー観測所で、平成６年

３月に宮古島地方気象台、石垣島地方気象台にそれぞれ設置していたレーダーを統合し、石垣島中央部

の於茂登岳（沖縄県最高峰、標高５２６ｍ）の山頂に新たに設置された。レーダーは遠隔制御のため観

測所に常駐する職員はいないが、安定運用のため定期的な保守作業は不可欠である。観測所のある山頂

まで車が通行できる道路はなく、職員は、ハブ等の危険生物が生息する密林の険しい山道を徒歩９０分

かけて観測所へ出向き保守作業を行っており、著しい労苦を伴う過酷な環境のなかレーダーの安定運用

に務めている。 

気象レーダー観測所 


